
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【シマカンギク。島寒菊 】 

・学名 chrysanthemum indicum 

・分類 キク科キク属 

・山野の道端や荒れ地、川土手、海

岸と以前はどこにでも多かったが、

生育地の環境が変わってしまって、

今は見られる所も少ない。 

・形態 小菊によく似た多年草。頭

花をつぶすと菊の花のにおいがす

る。この花だけは、すっかり冬にな

るまで目を楽しませてくれる。 

参考文献：くまもと自然大百科、熊本日日新聞社

11月 2日（木）、波野村商工会の主催で、地域問題懇談会が行われまし

た。その中で、由布院観光総合事務所事務局長の米田誠司氏により、「波

野村 これからのむらおこし」という基調講演が行われました。 

懇談会風景 

これからの地域づくりは、「自分たちがやれることは自分たちがやろう」 

という志と自立した取り組みが必要であること、また地域づくりとは、 

農業、林業、畜産、観光の四本柱が大切であり、それを結びつけ、村の 

活性化を図ることが大切だという話がでました。基調講演後の懇談会では、「波野村」の地域資源を活かした取り

組みを行おうという参加者から活発な意見が出され、長時間にわたる論議がなされていました。 

9月 12日�日�、700万本のそばの花まつり�主催：阿蘇 

波野高原そばの里づくり推進協議会�の一環として、やすらぎ 

交流館にて、親子連れを中心とした「そばのおやつ作り」 

がありました。挑戦したメニューは、そばのクレープ、 

そば白玉、そばがき、そば団子でした。そばのおやつ作りは、初めての人ばかりでしたが、なかなかの出来ぐあい

でした。おみやげに波野のそば粉を買って、家でも挑戦するとのことでした。 

みなさんも、チャレンジしてみたらいかがですか？ 

 
親子で挑戦です�� 男性陣も見事な手つきでした 

今回の交流館施設紹介は、木工体験施設を 
紹介します。 

【その④･木工体験施設】 

木工体験施設   木工体験など、山村の暮らしや文化を体験して 

もらえる施設です。施設内には囲炉裏があり、 

いろんな使い方が出来ます。 

〈裏面に続く〉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野  球          少  女 

 11月 30日�土�～31日�日�、一の宮町で行われた少年野球大会出場の鹿児島

県の 2 チーム総勢 49 名が、交流館に宿泊しました。その中の東郷ライオン

ズチーム�川内市�に、3人の女性選手がいました。交流館便り第４号で女子
．．

中学生
．．．
選手を紹介しましたが、なんと今回は小学生

．．．
でした。中野里早子さん

（4年生）、中野江吏子さん（2年生）、西田ひかりさん（2年生）の 3名です。

女性、しかも小学生で野球に挑戦とは、全く驚きでした。 

監督にたずねると、「�彼女たちの野球は�けっこういけますよ」と平然と答

えが返ってきましたが、チャレンジ精神を勉強させられる彼女達でした。

野球少女です�� 

 

    ☆森の手入れに挑戦する教室   ☆阿蘇アドベンチャーキャンプ 

・ 日時 11月 27日�土�～28日�日� 1泊 2日 ・ 日時 12月 25日�土�～27日�月� 2泊 3日 

・ 場所 やすらぎ交流館･波野村内  ・ 場所 やすらぎ交流館･波野村内 

・ 内容 秋の森で遊ぼう･枝打ちに挑戦等  ・ 内容 そば打ち･炭焼き・餅つき体験等 

・ 対象 小学 4年生～中学生   ・ 対象 小学 4年生～中学生 

 

詳しくはやすらぎ交流館までお問い合せ下さい。 

11月 中旬 ･修学旅行そば打ち体験�東京� 
      ･家族宿泊 

 下旬 ･ちぎり絵教室 
    ･森の手入れに挑戦する教室《募集》

12月 下旬 ･阿蘇アドベンチャーキャンプ《募集》 

◇お問い合わせ：やすらぎ交流館  

        TEL 0967-23-0555  

 

 

阿蘇に引っ越しました�� 

徒歩で参勤交代道をたどり熊本から東京を目指す旅の途中で、交流館に宿泊し

た山鹿市の福山さんが、完歩の報告に、11月 6日、ご家族 4人で交流館まで来てく

ださいました。旅の目的は、出産のため実家のある東京で待っている奥さんの出

産予定日にあわせて東京に到着し、新しい家族の門出にするとの事でしたが、報

告によれば、波乱万丈の 28 日間の長旅を乗り越え、予定通り東京に到着し、次女

の誕生を祝ったそうです。 

福山さんが交流館に宿泊したのは、7月３日、出発から 3日目でした。 

福山さんは、学生時代に自転車で日本一周をした経験を持つ旅のベテランでした

が、炎天下を歩き続けた疲れからか当日は体調が思わしくなく、交流館到着後に

は一時 39℃を超える高熱に苦しまれました。館員一同が看病した結果、幸いにも

熱はおさまり、翌日の朝には、大分に向けて元気に出発しました。 

しかし、無事に旅を終えられるか、ずっと心配していましたので、報告を受け館員一同胸をなでおろしました。

また、今回の旅を期に、あこがれの阿蘇に就職し、一の宮に定住したそうです。 

 さて、福山さんのやすらぎ交流館の印象ですが、家族で泊まるには最高の施設だとの感想でした。近日中に、

家族全員で泊まりがけで遊びに来てくれるそうです。 

  交流館のホームページが 

  オープンしました 

(http://www.aso.ne.jp/~yasuragi/) 

ホームページより、波野村を PRしていきたいと考え

ております。都市部の方々に知って欲しい情報 

�自然･文化･農林業や地域の達人�をお持ちの方は、

交流館まで教えて下さい。お待ちしております。 


